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する ｢主軌 に動機づけられた､日本語を代表とする ｢内置 ･同化の級知モー ド仏 モード)｣の
6存在は､｢環境 ･世界は認知主体の外部に客観的に存在し､事態は客観世界で生起する｣という
｢主最｣に動機づけられた英語を代表とするr外債 ･外観の認知モードD モード)｣に立脚した認
識 ･思考のあり方からは､原理的に見出すことができないっつまり､頓 境 ･世界が客観的に認
知主序の外部に存在する｣という｢認知主観｣による認識･思考様式では､｢事態認知の対象に自己












































理解されるように､英語の ｢事態を外筒 ･外観する認知モード(Dモー ド)Jは､r経知の対象を





















d,オン･ステージvs.オフ･ステージ (on-StageVS.01一･slage) O.angacker 1985)
8e.状況中心 ･人物中心 Gsituationvs.personfcN:uS) Oiinds1986)
f_経験的vs,外部的 (e.YperienLialvs.extemal) (Wierzbicka1988)
g.S-パーステクティプ vs.0･パースペクティブ (S-perspective ,ヽS.0･perspective)
払,aSaki1993)
h.直接的vs.外置的 (immediatevs.(hsplacedmode) (Chafe1996)
















































おける r主持仏ubject)｣となる｡この r認知モード｣においては r客観世界｣を仮借するがた









































































































(共有化モード･レヴェル :主題 トラジェククー 係助詞 ｢は｣)
(内枠楕円破線) ｢認知対象と意識の同化･合一化領域｣
(単裁モード･レヴェル:主体トラジェクタ- 格助詞 TがJ)
_--一一----一一一~-~一一一----一一一一一一1--_一一一_ 一一 1一一一- 一1---
Domainof 認知対象
Cognition懐境): 認知主体の意識
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このモードで見出される事態が 唱 liri形式(文法)Jとして創出(emerge)されるときには､見出
す主体としての ｢誠知主体(conceptuali,).cr)｣の存在は､｢書籍形式(文法))の中に｢形式的.客観










r英語Jにおいては ｢目的語｣､ r英語｣においては ｢主語Jに該当｡































知モー ド仏 モー ド)｣での理解に忠実に従い､事態の中心に見出され､認知的な際立ち











ることが可能Jとするr主観kubjectiveness)｣に動織づけられた ｢内置 ･内観の Åモ-ド｣が､
聞き手である乗客と共有されることが可能というr主観Gtlbjectiveness)Jを前達にできるという
ことを示している｡つまり､r認知の対象｣を r認知主体の意茸に内化｣させることが可能とす
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r共有 ･共同化された内密 ･同化の認知モード(JointlbsinlitaLionModeofCognilion)｣:
外 枠破紛 r認知領域(domainorc･ognition)･責境 ･意味性別
(内枠四角破壊) ｢意識と語知対象の同化領域｣(EcologicalSelf)｢述語の認知領域｣
(共有化モー ド･レグェル :主席 トラジェクター 魚助詞 ｢はJ)
(内枠楕円破凍) ｢認知対象と意織の合一領軌






･ - 一 ･ 一 一㌧ 言-l-05r-1.I-C-o-p-i-nIv-e--D_o_T_a_ir_I___:_-_工
格助詞 rがJの使用に反映される r絶知主体J単魂の ｢認知モー ド仏 モード)｣によって r主
体化されたトラジェクタ-｣も､故話の次の殺陣では､日本語の r内管･内観化による同化の認
知モーlTth モード)Jは他者と r共有化される｣というr主観｣が働くことにより､係助詞 ｢は｣






















さらにその r認知モード(A モード)｣においては､｢他者(聞き手)の意識｣をもが ｢内置･同化J
される｢認知対象Jであるとr主観される(●subjectiBed)Jがために､r他者(聞き手)の憲叢｣のこの
｢認知モード (Aモード)J内-の取り込みをもが仮借され､｢内置 ･同化｣及び｢他者との共同









英語の r外置 ･外観の路知モードわ モー ド)Jにおいて見出され､r外置 ･外患化j されるこ











目には青菜 山郭公 初鰹 (素堂)















の r外勤 に ｢客観的｣に出現させることに成功しているわけではない｡それはち上うど.人間






本語特有の r内置 ･内観による同化｣と r他者との共同 ･共有化Jに主我づけられた r終知モー
ド(JAモード)｣によって捉えられ､｢認知領域｣として顕現化されると同時に､r言語形式(文法)
化｣されていることを示している｡これに対して､格助詞 ｢がJは､r事態｣が r内置 ･内観によ
る同化の躍如モード(Aモー ド)｣で据えられてはいるが､その ｢経知モー ドJは他者とは共有さ
れていないことを示す形式頓抜(marker)となっている｡
日本語の ｢内密･内観による同化の認知モード仏 モー ド)｣での事態の把握のされ方をまとめ
ると､このモードにおいては､r認知領域(domair10fcognit.i(-∩)｣と r認知主体(concepl･ualizer)
の意識｣とは r同化｣しているので､r認知主体｣は r宮詣形式｣においてr外部 ･客観世界｣を
認知する参照点として､この領域の外部に ｢主語｣化される必要はない｡これが､Neisser(1988,
1991,1993a,1997)が述べる ｢エコロジカル ･セルフ(ccologicalselL)｣の実相であり､この認
知メカニズムにおいては､r事態把握｣の際に r認知対条｣は ｢認知主体｣と r二項関係｣を持た
ないっしたがって､この認知メカニズムとソシュールが言うところの音詩の線状性の原理が組み
合わさることで､｢認知対象｣の後に r述誇Jが続く r述語後置の言落形式｣が創発される｡ま

















｢事態を構成する中核の事象(名詞 ･こと)Jが､r共有化jされていない r内定 ･内観化による
同化の認知モード仏 モード)｣で捉えられたときには､格助詞 rが｣の使用でr主体 トラジェク
タ-｣として ｢言語形式(文法)化･単独領域化｣され､｢他者との共有による内置 ･内観による同
化の認知モード(∫Aモー ド)｣によって捉えられたときには､係助詞 rは｣の使用で｢主題 トラ
ジェククー｣として ｢音詩形式(文法)化 ･共通領域化｣される,r共有主義｣の rJAモード｣で










日には青葉 山郭公 初鰹 (蘇生)
3.5.主観kubjcctivcness)度のレグェル
日本語の ｢内定 ･内観による同化の認知モード(Aモード)｣は､コミュニケーションを成立さ
せる r巷Jとして r他者と共有することが可能｣というr主観｣を受け入れた r認知モード(Joint
Assim htionModeofCognition)｣に鉱車される｡したがって､この ｢認知モード(JAモード)
の共有化｣が徹底されると､前節で見たように｢主語｣はもちろん､｢助詞｣及び ｢述語｣までも




(事態把握の仕方)｣であるが､その r認知判定｣には 協 知主帆 の心理要因廟 望 ･期待 ･推測
等)が反映･同化させられやすい二r認知主体｣の心理要因伽 望 ･期待 ･推測等)を反映 ･同化する
ことで｢主観化(sl.bjecLification)Jされた｢動軌 は､r動詞｣とい う文法概念から｢モーダル
hodal)Jという文法徒念 ･形式に転化 してゆく.r動軌 という文法硬念 ･形式からrモーダル
(modal)Jという文法概念 ･形式を派生させる日本語における r主観化｣のレグェルを深化させる
認知のメカニズムは･一方において･英語の｢時制(tense)｣という文法概念 ･形式とは異なる､









表 1 意味的 ･統括的基準と浸受動嗣 rくれる /やる｣の主観化のプロセス
第Ⅰ段階 第日段階 第Tl1度謄 第nT段階
基準 A:物の授受性 (⊃ △ × ×
基準B:主語の意図性 ○ ○ ○ ×
基碑C:動詞の 作成 /獲得動詞 J.a.志動詞 無意志動詞OK
制約 OK OK (ただし､状態動詞は判断が揺れる)































































ThestovehasbloWnafuse. (このレンジはヒューズが飛んだ) (Tnylor 1995:214･5)
Mvcarburstatire. (私の車はタイヤが′く-ストした) (T.lrlor 2002:676)
これら英語の文で形式化されている r事態把握(意味)｣のあり方を､日本語の r経知モー ド仏
モード)｣で捉え直してみれば､｢内置 ･内乱 によって認知的に際立つbalienI)ものが ｢主題 ト
ラジェクタ1 としてr意識化lされ､r領域化｣される,この事態において､まず際立つものは､
部分を含む全体である guit且rなり､stoveなり､carである｡部分を含む全体が､｢共有化され
た内定･内蔵による同化の認知モード(JAモー ド)｣における事態把達の r主雌 トラジェククーJ
として､r線知主体の意識と同化｣されることで､係助詞 rは｣の使用で r首箔形式(文法)化 ･
認知領域化JされるOそのr意識化された領域｣の中でさらに｢意鼓と合一化｣されたr認知対象J
が､r単独の内置 ･内軌 こよる同化の認知モー ド(Aモー ド)｣における事態把握の ｢主体 トラジ

























においては､格助詞 rがJが用いられる ｢主体トラジェククー (単独モードによる認知対象と認
知主体の意識が同化した トラジ三ククー)｣であるため､brokeやhasbloWnやbu∫stは､英語
の ｢言語形式(文法)｣上の ｢他動詞｣から､日本語の ｢内置･内観による同化の認知モード仏 モ
ード)｣を用いた｢主体トラジェクター｣の事態把握である ｢自動詞｣の ｢事態把握 ･意味(文法額
忠)｣を保持したままなのである｡日本語の格助詞 ｢が｣で表される ｢文法概念(意味)｣は､英語
の認知モードである rI)モード｣において､r主語｣及び r目的語｣として捉えられる対象を ｢合
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給の中間榊文における言語形式の破綻の現象を説明することはできないDもちろん､音詩割こおけ
る統括規則(文法)の自律性を説く立場からも､説明することはできない｡











































自体が影響を受ける r意味J内容を表す r動詞Jであるため､元々 r内置 ･内蔵による同化の認
知モード仏 モード)Jで捉えられるべき事態を反映するr言落形式(文法)Jに馴染むものである｡




















4･3･r内社 ･内観による同化の謎知モー ド仏mOde)｣による英語の r文型の意味変容｣
ここまで見てきたことがらから､次のようなことが理解される｡｢事態認知の対象に自己の音
織を同化させることが可能｣とするr主観(5ubjectiveness)｣に動機づけられた ｢内置 ･内観によ
る同化の路知モー ド仏 モー ド)Jにおいては､見出された 闇 知対象｣は r認知主体の者托｣と
r同仙 することにより､r同化(主体仙 されたトラジ三クタ-｣として､英語の ｢目的語として
の意味役割｣から ｢主籍としての意味役割Jを担うようになる｡また､この緒知モー ドにおいて











主格也 他動詞性 自動詞性 日的緬性
FIe ○ Jt〟1. ○ × ai,Dde. ○
∫ ○ hat.e ○ × az7eJeCETIcsa一: ○
乃ey △ hat.I. △ △ agood血comehomJ-DVeSlmenEs. △
They △ 力at,e △ △ threechildten. △














- WecIlnCutthatfloIVer_ (Aモードにより､｢目的語｣が r主語J位置に来る)
Thiscan'tsquee,Le.(硬いゴム製の小さなオモチャを握りながら ｢これは握りつぶせない｣)
- Ican'tsqucezethiS. 仏モードにより､r目的語Jが r主語｣位置に来る)
(Clark2001:396･7)
主語性 他動詞性 自動詞悼 目的語性
Mygulrar × Broke X ○ Astring. ×-(主軸
Thestove × HaSbloヽⅥ X ○ Afuse. ×-(主経性)
Mvcar × Burst × ○ Atire. ×-(主静性)





汰)｣上の r主括lとなり､｢認知対象｣が r目的語｣から r主語｣-と r意味変容｣するに伴っ





















認知領乳 という関係に r合一することで主体化したトラジェククーJとして､英語の r言語形
氏(文法)｣における r目的語｣であり､かつ､英語で言うところの ｢主語｣となる､両義的な｢意
味役軌 を持つ存在に転化している｡係助詞 ｢は｣で見出された ｢語知対象｣は､格助詞 rが｣










｢主語Jの存在と､rJAモード｣によって､言語形式の中で ｢同化 ･主題 トラジェクタ-｣と
して､及び ｢AモードJによって r同化 ･主体 トラジェククー｣として位置付けられる存在で



























Tense Ovlodal) 伊erfect)仲rogrcssivc)O'assivc) V､
( 二e'dS' x ( :wh崇 ト ー ¢ ナ
ave+len)(be+-ing)ae十･en)
という形態構造を持ち､w`ouldhavebeenbeingwritten'のような述語動詞は､
(T) 幽 出 血 迫 地 Write-en (V)
績田 (1990;103)
のように分析されることになる｡ここで気をつけておかなければならないことは､英詩における











見出されて､一方向 ･一直線の主観からなるr認知空間Jの後方に配置された ｢事態把軌 に対す
る､対横念として悪意的に見出されたものと言える.未来のことは､近接的に r確定だと予測さ

























したがって､日本語においても ｢未来｣とは､引き寄せた r事態｣に ｢確定Jの判断･把握が行















寄せたその ｢地点(現在)｣での ｢事態｣の ｢意識 ･領軌 への取り込みによって表現されるもの
である｡r事態の意識-の取り込み｣によって､｢取り込みの記憶｣が確認された場合､r言語形
式(文法)｣として ｢確定叙述｣の ｢～た｣が用いられる｡したがって､日本語の ｢確定叙述｣の























日本語における r確定叙述｣の ｢た｣とは､｢意識J化の対象となる ｢事態｣を､｢認知主体の





というテナウンスは､｢時空テクスト(領域)Jにおいて到着する ｢募所Jと ｢時Jである ｢京軌
を､｢事態把握｣における r認知対象Jとして r現在形の意識｣の中に取り込み､｢内置化Jされ
た r主題 トラジ三ククー｣として発話されるため､英語においては助動詞を用いた r未来時制｣
で把握される事態も､｢-です｣という ｢現在形｣が用いられて把握されることを表している｡
また､ここにおいても r認知対象Jである r京都｣は､｢共同主観化されたモード｣で捉えられ







r項在形｣と ｢確定叙述｣だとするならば､現代日本籍の ｢時｣を r時制(tense)｣という文法
横念によって捉えることはできないD









は､r過去 ･現在 ･未来｣を同時に捉える ｢認知モード仏 モード)_fだと言えるor時制(tense)J














⑤ 日本語における r事態把握｣は､r絡知対象｣と r認知主体の意識Jの r同化 ･合一化Jが
可能とする r主親｣に動機付けられた r認知モード｣によってなされていること､
⑥ r共同内観主観モード(JointAssimilationModeofCognition)Jによって r主題 トラジェク
クー(trajector)｣とい う文法概念が創発 されること､また､r単独内観主観モー ド
仏5SimilationModeofCo印ition)Jによって r主体トラジェククー(traject｡r)｣という文法
概念が創発されること､
⑦ r内定･内観の認知モード｣の存在の発見は､日本語における ｢主語kub5ect.)｣及び r時制
(tense)｣という文法社食の破棄を迫ること､






な､外敵 こ世界が客観的に存在するという r主観(subjectiveness)｣に動積付けられた ｢D型駆
知モー ド｣により創案されたr意味(事態把握のされ方)-言語形式(文法)Jの関尉ま､r認知対象に
自己の意弦を重ねあわせることで事態把握が可能とする主観(subjectiveness)｣に動横づけられ








嶺づけられた ｢認知モード｣が､｢事態｣をどのように ｢把握｣しているかを創案 ･具現化する
上での不可分な制約であり結果というものである｡r意味(事態把握のされ方)｣に先立って r啓
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